
1．はじめに
当委員会では、若手技術士・技術者の技術力向上、

｢技術士｣の知名度向上を目的として、定期的に講演
会、ワークショップを開催しています。
今回は、前回の勉強会に引き続き、札幌市立大学

から福田先生を講師にお迎えし、『インタラクショ
ンデザイン』について講演して頂いた後、『クルクル
スケッチ』というアイディア・ブレーンストーミン
グ手法を実践する公開ワークショップを開催しまし
た。

2．開催概要
○日時：平成 26年 9月 24日(水)
○場所：sapporo55 ビル 1階インナーガーデン

(北 5西 5紀伊國屋書店札幌本店前)
○参加人数：50名程度(うちWS参加者 36名)
○プログラム
・17：00～ 20：00
・講演会
札幌市立大学
デザイン学部 デザイン学科 デザインコース

講師 福田 大年 氏
・ワークショップ
『クルクルスケッチ』による

ブレーンストーミング実践

3．講演会“｢技術士｣をデザインする”
講演会では、福田大年先生より、｢インタラクショ

ンデザイン｣の概念やデザインの創出、また、先生が
考案された『クルクルスケッチ』と呼ばれるブレーン
ストーミング手法の方法や実践事例についてご講演
を頂きました。

｢インタラクション(interaction)｣とは、｢相互｣
という意味の｢inter｣と、｢行為｣という意味の｢ac-
tion｣を組み合わせた言葉であり、｢インタラクショ
ンデザイン｣とは、狭義に｢システム｣(制御システム
から、PCやスマートフォンなどを含む)と｢人｣が相
互に繋がりあう機能のデザインを意味します。具体
例として、発電所のような人為的な操作ミスが許さ
れない｢システム｣や、複雑かつ膨大な情報を持つス
マートフォンや PCなどの｢システム｣と｢人｣が、正
確かつ使いやすくやりとりを行うデザインを紹介さ
れ、そのデザインを生み出すため工程として、｢発想｣
→｢試作｣→｢実践｣→｢分析｣のサイクルによるスパイ
ラルアップについて解説をされました。

写真-1 福田大年先生による講演

次にアイディア創出のための手法である『クルク
ルスケッチ』について、パンの新製品開発を通した
就労支援施設における自立支援等の具体例等を交
え、本手法の概要について解説を頂きました。

4．『クルクルスケッチ』による
ブレーンストーミング実践
講演会に続き、ワークショップとして、本委員会
のメンバーや一般参加の技術士、技術士補、大学生
が 1つのグループ(6 人 1 組、6グループ)になり、
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｢技術士をデザインする｣を題材に『クルクルスケッ
チ』によるブレーンストーミングを実施しました。

写真-2 『クルクルスケッチ』体験の様子

ワークショップでは、手法の考案者である福田先
生にご司会頂き、
①スケッチ・トレーニング
・丸などの簡単な図形でスケッチに慣れる

②スケッチによる自己紹介
・自分を食べ物に例えてスケッチ

③スケッチキーワードのくじ引き
④クルクルスケッチの実施
⑤共有(良案への投票)

という流れで実施しました。
『クルクルスケッチ』は、各メンバーがスケッチ
ブックを持ち、それを隣のメンバーにクルクル回し
て追記する方法で行いました。また、題材として｢技
術士｣を連想するキーワード｢国土の夢を実現するプ
ロ｣、組み合わせるキーワード｢集めたくなるお土産｣
などとすることで、｢技術士｣を一般の方に広く知っ
てもらうための PR ツールのアイディア出しをイ
メージしました。また、創出されたアイディアは、
参加者の間で投票という形で共有・振り返りをしま
した。

成果として、｢技術士｣をイメージするストラップ
や双眼鏡、パズルなど、興味深いアイディアがたく
さん出されました。また、創出されたアイディアは、
一人のアイディアに複数の人のアイディアが付け加
えられることで洗練され、改めて『クルクルスケッ
チ』の有効性を確認することが出来ました。

5．おわりに
今回の講演会・ワークショップで、『クルクルス

ケッチ』の実践や、｢技術士｣を参加者の方や聴講者
の方に知って頂くこと、また、更に一般の方へ｢技術
士｣を知って頂くためツールのアイディアを得るこ
とができました。
お忙しいところ、前回に引き続き、講演会・ワー
クショップの講師を快く引き受けてくださった福田
先生に、この場を借りて厚くお礼を申し上げます。
当委員会では、若手技術士・技術者の技術力向上
を目指して、今後も定期的に研修会を開催していく
とともに、技術士の知名度向上に向けて、新たな活
動にも取り組んで行きたいと考えています。幹事一
同、皆さまの多数のご参加をお待ちしております。

青技交オリジナル技術士 PRグッズ、作ります！
前回に続き、ワークショップでのアイディア・

ブレーンストーミングの対象は｢技術士の PR
ツール｣。
前回・今回で出された 50個のアイディアより、
次年度、青年技術士交流委員会オリジナルの｢技
術士 PRグッズ｣を作成することになりました！
詳細は、下記の facebook や次号のコンサルタ
ンツ北海道にて紹介します。

もう、facebook をチェックいただけましたか？
当委員会が主催する研修会などの情報を随時発
信しています。facebook アカウントをお持ちの
方は｢青年技術士交流委員会｣で検索し、｢いい
ね！｣をお願いします。

※『クルクルスケッチ』の手法については、前号のコンサ
ルタンツ北海道、青年技術士交流委員会の活動レポー
トをご参照ください。
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コンサルタンツ北海道 第 135号

写真-3 『クルクルスケッチ』で得られたアイディア例


